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	東京における�吸収・除去系カーボンクレジットのポテンシャル
	本報告会では、本事業に参加しているスタートアップの取組状況と今後の展望をお伝えする�本事業の概要と中間発表会の位置づけ
	カーボンクレジットには、「回避・削減系」と「吸収・除去系」が存在。本事業では、近年重要性が高まっている「吸収・除去系」クレジットに取組んでいる�カーボンクレジットの分類と吸収・除去系の強み
	吸収・除去系クレジットは、価値が高く、市場規模が拡大している。創出者・購入者共に、 メリットが大きい�市場規模拡大と各ステークホルダーのメリット
	東京は、吸収・除去系カーボンクレジット創出のポテンシャルが高い�東京都で行うメリット
	クレジットの創出・活用では、様々な取組が含まれている。事業者は、自らに適した取組を選択し参入することが可能�一般的なクレジット創出・取引の全体像
	クレジット創出に取り組みたい事業者は、各種の支援サービスを受けることが可能�クレジット創出・活用に関する支援サービス
	創出された吸収・除去系クレジットは、主に①相対取引、②入札取引、③市場取引の3つの方法で取引される。特に、今後は市場取引が拡大する見込み�クレジットの取引方法
	東京都でも、都内中小企業向けカーボンクレジット取引システムを構築。今年3月より運用を開始している�東京都による取引システム構築
	本事業に参加しているスタートアップは、クレジット創出を進化させるために実証事業を実施中。本日の報告内容に関心を持たれた方は、是非各社・事務局にお問い合わせください�本事業で支援中の実証事業ご紹介

